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葉のみ）および全身リンパ節の腫大が観察された。臓器
重量は，脾臓が1.25Kg（標準：0.7～1.11Kg），肝臓が
16.25Kg（標準：5Kg）であった。
組織所見：頭部皮膚では，脱毛部の真皮乳頭で出血が
みられ，脂腺，毛包および血管周囲にリンパ球，好酸球
および軽度のマクロファージが浸潤し，毛包の萎縮が認
められた。また，脱毛部表皮では痂皮形成が観察され
た。CD3（T細胞マーカー），CD79a（B細胞マーカー）
およびCD68（マクロファージマーカー）に対するモノ
クローナル抗体（DAKO）を使用して免疫組織化学的染
色法を実施したところ，大多数のリンパ球はCD3陽性を
呈した。脾臓では，多核巨細胞形成を伴った白脾髄の腫
大が顕著であった（写真7）。鍍銀染色標本では，胚中心
が不明瞭となり，マントルゾーンと濾胞辺縁帯の区別が
不明確となっていた。アザン染色標本では，多核巨細胞
周囲に軽度の膠原線維の増生が観察された。免疫組織化
学的染色法の結果，白脾髄を構成する大多数の単核球性
細胞はCD3陽性を呈し，CD68陽性を呈する多核巨細胞
はこれらCD3陽性細胞に包囲されていた。CD79a陽性細
胞は健康牛に比較して減数していた。その他，腎臓，心
臓，膵臓，乳線，副腎，三叉神経節，唾液腺（好酸球浸
潤を伴う），リンパ節におけるリンパ球性～リンパ球組
織球性炎症，鼻孔部ならびに第四胃の潰瘍，リンパ節に
おける傍皮質増生，肝細胞の脂肪変性，骨髄における赤
芽球系細胞の減数，カタル性気管支炎，およびザルコシ
スティス寄生がみられた。心臓，副腎および唾液腺につ
いても免疫組織化学的染色法を実施したところ，浸潤細
胞の大多数がCD3陽性を呈した。
病原検索：有意な病原体は検出されなかった。
診断と討議：本例の組織病変は，DUIB（1,1-Diureido
isobutene）中毒，ヘアリーベッチ中毒およびミカン粕
中毒と類似していた。また，人のサルコイドーシスとの
類似性も指摘された。Ｔリンパ球を主体とする炎症反応
が観察されたことから，病変形成へのⅣ型アレルギーの
関与が疑われた。
8. 豚鞭虫ならびにスピロヘータ属菌の感染を伴うカタ
ル性大腸炎
提出標本：豚の結腸
提出者：石本明宏（滋賀県）
病　歴：豚，品種性別不明，約120日齢の肥育豚。オ
ガ粉豚舎で飼育されていた発育遅延豚が水様下痢を呈し
たため，診療獣医師により鑑定のため放血殺された。
剖検所見：盲腸ならびに結腸に多数の鞭虫寄生が認め
られた。
組織所見：結腸において広範な粘膜表層の上皮細胞の
壊死ならびにその周囲における多数の長桿菌と短桿菌の
集族および顕著な好中球浸潤が認められた。長桿菌は
Warthin-Starry染色によりらせん状の形態が確認され
た。また，病変部には多数の大腸バランチジウム寄生が
みられた。粘膜固有層の最表層部では多数の鞭虫が寄生
し，虫体周囲には好中球が浸潤していた（写真8）。陰窩
上皮細胞は顕著に過形成し，一部の陰窩腔内にはトリコ
モナスが多数寄生していた。他の消化管では，胃粘膜上
皮細胞の軽度剥離ならびに空腸粘膜上皮細胞表層に少数
のクリプトスポリジウム寄生の他，著変は認められなか
10 県病理担当者，動物衛生研究所，動物衛生研究所七戸研究施設
写真７ 牛の皮膚におけるリンパ球性好酸球性皮脂
腺血管周囲炎と白脾髄における多核巨細胞
形成を特徴とするリンパ球性肉芽腫性脾
炎：脾臓白脾髄に認められた多核巨細胞形
成を伴った肉芽腫性病変。HE染色，×200。
写真８ 豚鞭虫ならびにスピロヘータ属菌の感染を
伴うカタル性大腸炎：結腸粘膜固有層にお
ける桿菌の集族，鞭虫ならびに大腸バラン
チジウム寄生の認められるカタル性炎。
HE染色，×200。
った。その他，肝臓では肝細胞のグリコーゲンの蓄積と
小葉間結合組織の軽度増生，扁桃ならびにリンパ節では
濾胞の腫大が認められた。
病原検索：実施されなかった。
診断と討議：組織診断名は，豚鞭虫ならびにスピロヘ
ータ属菌の感染を伴うカタル性大腸炎，疾病診断名は，
豚鞭虫ならびにスピロヘータ属菌の混合感染症（大腸バ
ランチジウムならびにトリコモナスの感染もみられた）
とされた。スピロヘータ属菌は，細菌学的な同定あるい
は電子顕微鏡検査によりBrachyspira hyodysenteriaeと
Brachyspira pilosicoliの鑑別が必要とされた。また，下
痢発症の原因として，多数寄生が明らかな豚鞭虫，次い
でスピロヘータ属菌が推察され，大腸バランチジウムな
らびにトリコモナスとの関連は不明なため，上述の疾病
診断名が適当とされた。
9. A型インフルエンザウイルス（H7N3）による鶏の
多発性壊死性心筋炎
提出標本：鶏の心臓
提出者：岡田綾子（鳥取県），谷村信彦（動物衛生研
究所）
病　歴：実験感染例。SPF，21日齢，雌。1998年12
月4日，家畜衛生試験場（現：動物衛生研究所）におい
て，A型インフルエンザウイルス（H7N3）の病原性を
確認するため，本ウイルスをSPF鶏雄3羽雌2羽に点鼻お
よび点眼接種した。本症例はそのうちの1羽で，ウイル
ス接種後4日目に死亡したものである。他の4羽も全て接
種後3～5日に死亡した。
剖検所見：明らかな肉眼病変は確認できなかった。
組織所見：心臓では，心筋層の広範に巣状の壊死巣が
多発し，偽好酸球とマクロファージが中等度から重度に
浸潤していた（写真9）。脾臓ではリンパ球が減少し，莢
組織の中等度の腫大が認められた。胸腺およびファブリ
キウス嚢でもリンパ球が減少または消失していた。筋胃
と腺胃でびらん，膵臓で外分泌上皮細胞の中等度から重
度の空胞変性，肉冠で表皮の壊死と表皮内小水疱および
真皮の出血と浮腫が認められた。副腎の多発性巣状壊死，
髄膜脳炎･脳室炎が認められ，脳実質の微小壊死巣が散
見された。A型インフルエンザウイルスMatrixおよび
Nucleoproteinに対する単クローン抗体を用いた免疫組
織化学的染色法により，心臓の壊死巣で心筋の核ならび
に細胞質に陽性抗原を認めた。
診断と討議：本症例はA型インフルエンザウイルス
（H7N3）の実験感染例であり，高度病原性インフルエン
ザウイルスによる特徴的な病変が認められたため，供覧
として提出した。診断名はA型インフルエンザウイルス
（H7N3）による鶏の多発性壊死性心筋炎とされたが，討
議では，心臓の壊死病変は部位に関係なく心臓全体に広
がっており，多発性ではなくび慢性というべきではない
かとの意見があった。また，ニューカッスル病との鑑別
について，野外例の病変も交えて話し合われた。
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写真９ A型インフルエンザウイルス（H7N3）に
よる鶏の多発性壊死性心筋炎：心筋層の広
範に多発した偽好酸球とマクロファージの
浸潤を含む壊死巣。HE染色，×200。
